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22 水
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24 金 　　　おひさまの会
25 土 　　  おひさまの会 　　　もこもこ
26 日

27 月 休館 休館

28 火 休館

29 水

30 木

 初夏の手しごと 雨の季節 時の不思議

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより
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中央図書館☎33-1040 犀川図書館☎42-3330 勝山図書館☎32-3455

今年も、みやこ町子ども読書まつり（4月23日～5月25日）を開催し

ました。その一環として、町内の年長児を対象とした図書館見学会を実

施しました。図書館の裏側、普段は行かない場所を見学した園児のみな

さんは、とても興味深い様子でした。
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～小説～ 

■『世界の不思議な図書館』 アレックス・ジョン

ソン(著) 創元社 ■『九州親子で行きたい！ファ

ミリーキャンプ場完全ガイド』 ほり編集事務所

(編) メイツ出版 ■『ママ、もっと自信をもって』 

中川李枝子(著) 日経 BP社 ■『エコな生活 少し

の工夫でおいしい毎日』 マキ(著) KADOKAWA 

■『選挙ってなんだろう!? 18歳からの政治学入門』 

高村正彦(著) PHP研究所 ■『若杉ばあちゃん医

者いらずの食養訓』若杉友子(著) 主婦と生活社  

■『人生は一本の線』 篠田桃紅(著) 幻冬舎 ■『岩

合さんの好きなネコ』 岩合光昭(著) 辰巳出版 

～その他～ 

『孫と私の小さな歴史』 

佐藤 愛子（著） 文藝春秋(2016) 

女流文学の大家が初孫と共に撮

りつづけた２ショット写真。トト

ロやコギャル、はては生首まで扮

装する２人。「くだらないことを真

面目にやる！」作家の信条が現わ

れた爆笑の一冊です。 ［Ｙｏｕ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『ままならないから私とあなた』 朝井リョウ(著) 

文藝春秋 ■『ツバキ文具店』 小川糸(著) 幻冬舎 

■『向田理髪店』 奥田英朗(著) 幻冬舎 ■『マチネ

の終わりに』 平野啓一郎(著) 毎日新聞出版 ■『ス

クープのたまご』 大崎梢(著) 文藝春秋 ■『若様と

ロマン』 畠中恵(著) 講談社 ■『純情必死剣からた

け割り』 池永陽(著) 双葉社 ■『本懐に候』 山本音

也(著) 小学館 ■『防諜捜査』 今野敏(著) 文藝春秋 

■『ニセモノの妻』 三崎亜記(著) 新潮社 ■『女の

七つの大罪』 林真理子(著) KADOKAWA ■『怪物

率』 森晶麿(著) 光文社 

 

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『大江戸美味(むま)草紙』 杉浦 日向子（著）  

PHPエディターズ・グループ（2016） 

  

  

 

 

 

 

 江戸風俗研究家としても有名な漫画家、杉浦 

日向子の江戸の美味いものエッセイです。 

 イキな江戸前鮨、初鰹へのこだわり…食生活

から見えてくる江戸っ子の生き様が、著者によ

る漫画や当時の挿絵で描かれています。 

時代小説が好きな方におすすめです。 

            ［しっぽ］ 

 

『フクとマリモ』 

     五十嵐 健太(著) KADOKAWA(2015) 

 コキンメフクロウのフクちゃんとスコティッシ

ュフォールドのマリモちゃんという、とても不思議

な組み合わせの写真集。 

心がほっこりする一冊！ 

［ツム］ 

 

 

『小さい“つ”が消えた日』 

ステファノ・フォン・ロー（文） 

トルステン・クロケンブリンク（絵） 

新風舎（2006） 

 

五十音のなかでただひとつ音がないのが小さ

い  。音がないなら文字として必要ないの

か？五十音を個性豊かなキャラクターにした、

言葉と個性の大切さがわかる物語です。［Ｋ］ 

『ヨーコさんの言葉』 

 佐野 洋子（著）  

 北村 裕花（絵）     

講談社 （2015） 

 

「１００万回生きたねこ」の著者による、日常に

ある「人生ってこんなもんだよね」と感じる部分を

切り取った、元気と勇気の出るエッセイです。 

どのページから読んでも、同じ所を何度読んでも 

「そうそう！」とうなずいてしまいます。 ［り］ 

『ドミノ』    

恩田 陸（著）  角川書店（2001） 

東京駅という舞台の中で全く関わりのなかっ

た登場人物たちが、まるでドミノ倒しのように

繋がっていくスピード感あふれるエンターテ 

インメント小説です。［三］ 
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